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話題 街 にひろう

1. 未来を担う高校生（牛久栄進高等学校、牛久
高等学校、東洋大学附属牛久高等学校）も案
内係などで運営に参加

2. 市内男女共同参画関連団体による展示・販売
コーナー

3. 講演する宮本太郎氏
4. 市役所に掲げられた「男女共同参画宣言都市」の懸垂幕
5. 牛久第一中学校混声合唱団による牛久市男女
共同参画都市宣言文と合唱の披露

男
女
と
も
に
多
様
な
生
き
方
が
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

　

～
牛
久
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
、
う
し
く
男ひ
と

・
女ひ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
～

　

１
月
24
日
、
市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で「
牛
久
市

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記

念
式
典
」と「
う
し
く
男ひ
と

・
女ひ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」
が

開
催
さ
れ
、
市
内
・
市
外
か

ら
約
８
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

牛
久
市
で
は
、
平
成
15
年

か
ら「
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」、「
男
女
共
同
参
画
推

進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

条
例
、
計
画
に
沿
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
よ
り
一
層
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
牛
久
市
ら

し
い「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ（
ゆ
と

り
を
持
っ
て
安
心
し
て
生
活

で
き
る
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
）」と
、
男
性
も
女
性
も

共
に
多
様
な
生
き
方
が
で
き

る
地
域
社
会
な
ど
を
目
指
す

た
め
、「
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
池
辺
勝
幸
市

長
は「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
皆
が
希
望
の
持
て
る
ま

ち
に
し
て
い
く
に
は
、
日
常

生
活
で
男
女
共
同
参
画
が
自

然
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

次
に
、
牛
久
第
一
中
学
校

混
声
合
唱
団
が
牛
久
市
男
女

共
同
参
画
都
市
宣
言
文
と

「
旅
立
ち
の
日
に
」な
ど
の
合

唱
を
披
露
。
会
場
か
ら
は
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
湧
き

起
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た

「
う
し
く
男ひ
と

・
女ひ
と

フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
５
」
で
は
、「
人
々

が
む
す
び
つ
く
ま
ち
づ
く

り
～
交
差
点
型
社
会
へ
の
橋

を
か
け
よ
う
～
」
と
題
し
、

宮
本
太
郎
さ
ん（
中
央
大
学

法
学
部
教
授
）
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
、
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
を
挙
げ
て
、「
牛

久
市
は『
教
育
』
と『
地
域
』、

『
家
族
』
と『
地
域
』
な
ど
を

結
び
つ
け
る
多
く
の「
橋
」が

か
か
り
は
じ
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
結
び
つ
き
を
一
層
進

め
る
た
め
に
は
、
①
就
学
前

教
育
、
②
貧
困
へ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
③
福
祉

部
局
と
雇
用
部
局
の
連
携
強

化
、
④
新
し
い
働
き
方
の
創

造
、
⑤
本
格
的
な
学
び
な
お

し
を
可
能
に
す
る
社
会
教
育

（
生
涯
学
習
）が
大
事
。
今
後

も
さ
ら
に
、
弱
者
や
地
域
を

支
え
る
交
差
点
型
社
会
を
目

指
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

1
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ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
文
化
の
先
進
地
、
友

好
都
市
イ
タ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ

ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
市
産
ワ
イ
ン
の
販
売

が
、
市
内
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
市
で

は
、
ワ
イ
ン
を
通
じ
た
経
済
交
流
を
す

る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の
推
進
お
よ
び

商
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

３
社
５
種
類
の「
キ
ア
ン
テ
ィ
・
ク

ラ
シ
コ
」
の
販
売
を
皮
切
り
に
、
今
後

は「
キ
ア
ン
テ
ィ
・
ク
ラ
シ
コ
」だ
け
で

な
く
種
類
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
ワ
イ
ン
販
売
店
】
天
満
屋
酒
店
、（
株
）

イ
ケ
ノ
ベ
、
タ
マ
ノ
酒
店
、
南
部
珈
琲

【
ワ
イ
ン
提
供
飲
食
店
】
旬
の
味 

弥
七
、

D
ining

い
ご
こ
ち
や
、
焼
肉
す
ぎ
う
ら
、

鮨
処
ま
つ
き
、
旬
彩
や
、
迅

※
２
月
20
日
現
在

イ
タ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・

キ
ア
ン
テ
ィ
市
産
ワ
イ
ン
販
売

　

平
成
25
年
12
月
16
日
に
、
牛
久
市
と

イ
タ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ

ア
ン
テ
ィ
市
が
友
好
都
市
に
な
っ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
牛
久
駅
東
口
を
彩

る
レ
ン
ガ
を
作
っ
た
マ
ネ
ッ
テ
ィ
社

か
ら
、
テ
ラ
コ
ッ
タ（
素
焼
き
の
焼
き

物
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た（
製
作
は
カ

ル
ボ
ネ
社
）。

　

マ
ネ
ッ
テ
ィ
社
の
レ
ン
ガ
は
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
に
あ
る
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
屋

根
の
修
復
に
も
使
わ
れ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ

美
術
館
に
あ
る
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ

の
名
画「
春
」
が
掛
か
る
廊
下
に
も
敷

き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
14
世
紀
か
ら

続
く
、
職
人
の
手
仕
事
の
み
で
仕
上

げ
る
伝
統
的
な
方
法
は
、
マ
ネ
ッ
テ
ィ

社
や
カ
ル
ボ
ネ
社
な
ど
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
本
庁
舎
２
階
ロ

ビ
ー
入
り
口
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
友
好
の
証

〝
テ
ラ
コ
ッ
タ
〟が
寄
贈牛久市の市章が彫られ

ているイタリアの素焼

き“テラコッタ”

　

２
月
７
日
、「
第
17
回
牛
久
駅
前
ど

ん
ど
ん
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
８
０
０

人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
こ
の
祭
り
は
、
牛
久
駅
東
口
の
工

事
に
伴
い
休
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

場
所
を
牛
久
駅
西
口
の
イ
ズ
ミ
ヤ
北

側
広
場
に
移
し
て
２
年
ぶ
り
に
復
活
。

　

会
場
に
は
牛
久
駅
前
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
地
元
の
名
店
10
店
が
出
店
。

お
昼
時
に
は
各
店
舗
に
行
列
が
で
き

ま
し
た
。
主
催
者
の「
牛
久
駅
前
か
っ

ぱ
つ
化
実
行
委
員
会
」
の
太
田
二
郎
会

長
は「
久
し
ぶ
り
に
西
口
で
開
催
し
た

２
年
ぶ
り
に
復
活
！ 

牛
久
駅
前
ど
ん
ど
ん
祭
り

が
、子
ど
も
た
ち
と
、そ
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
多
数
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
非
常
に
賑
わ
い
を
見
せ

た
。
今
後
も
地
元
商
店
や
イ
ズ
ミ
ヤ
と

も
協
力
し
て
駅
前
の
賑
わ
い
作
り
の
た

め
、
祭
り
を
継
続
し
て
行
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
牛
久
駅
東
口
駅
前
は
、
人
が

集
ま
る「
広
場
」に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ

と
で
、「
い
こ
い
」
と「
に
ぎ
わ
い
」
の
あ

る
場
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
完
成
を
目
指
し
て
、

工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

1. 大勢の家族連れが詰めかけた「時空戦士イバラ

イガー」との撮影会は子どもたちに大人気！

2. お昼時には各店舗に行列ができ、もつ煮や大学芋

などを食べながら、各種イベントを楽しみました

2

1

市内で販売が始まったキア

ンティワイン
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め
ざ
せ
生
涯
か
っ
ぱ
つ
！

水
中
運
動
で
健
康
づ
く
り

　

２
月
８
日
、
牛
久
市
水
中
運
動
健
康

教
室「
ア
ク
ア
サ
ン
デ
ー
」が
開
講
し
ま

し
た（
左
写
真
）。
こ
れ
は
、
市
民
の
健

康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
、
生
活
習
慣
病

予
防
や
介
護
予
防
に
取
り
組
む「
生
涯

か
っ
ぱ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し

て
開
始
し
た
新
規
事
業
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
つ
、
働
き
盛
り
の

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た「
ア

ク
ア
シ
ェ
イ
プ
」と
膝
痛
・
腰
痛
予
防
の

た
め
の「
ア
ク
ア
リ
ラ
ッ
ク
ス
」。
開
講

式
で
は
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
医
学
博

士
の
野
村
武
男
先
生
に
よ
る
笑
い
た
っ

ぷ
り
の
健
康
講
話
で
意
欲
増
進
。

　

第
１
期
生
、
３
ク
ラ
ス
52
人
が
、
タ
ッ

プ
ス
イ
ミ
ン
グ
牛
久
育
泳
館
の
温
水

プ
ー
ル
で
水
中
運
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
参
加
者

か
ら
は「
楽
し

か
っ
た
」
と
い

う
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

第
２
期
生
の
募

集
は
今
後
、
広

報
う
し
く
で
掲

載
予
定
で
す
。

問　

健
康
管
理
課
☎
内
線
１
７
４
３

　

２
月
３
日
、
市
役
所
庁
議
室
で「
大

規
模
災
害
時
に
備
え
た
石
油
燃
料
の
備

蓄
等
に
関
す
る
協
定
」
締
結
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
時
に
石

油
燃
料
の
確
保
を
行
う
た
め
、
県
石
油

業
協
同
組
合
牛
久
部
会
11
社
に
協
力
を

お
願
い
し
、
賛
同
い
た
だ
い
た
市
内
３

カ
所
の
給
油
取
扱
所
で
、
事
前
に
市
が

石
油
燃
料
を
購
入
す
る「
流
通
在
庫
備

蓄
方
式
」
と
し
て
備
蓄
し
、
災
害
時
に

緊
急
車
両
等
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
円
滑
な
災
害
対
策
を
実

施
し
、
市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
初
！
大
規
模
災
害
時
に
備
え
た
協
定
を
締
結

　

池
辺
市
長
は「
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
市
内
の
病
院
や
介
護
施
設
な
ど
で

も
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入
ら
な
い
事
態
と

な
り
支
障
を
き
た
し
た
。
そ
の
教
訓
か

ら
、
ま
ず
は
緊
急
車
両
を
含
め
た
行
政

の
車
の
燃
料
を
確
保
す
べ
き
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
協
定
の
意
義

を
語
り
ま
し
た
。
一
方
、
市
内
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
代
表
の
塚
本
裕
己
さ
ん
は

「
こ
れ
を
機
会
に
、
市
と
業
者
間
の
連

絡
を
密
に
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち“
牛

久
”を
目
指
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

市内3カ所の給油取扱所代表者（写真左から3人）

と締結した協定

東日本大震災直後、ガソリン給油の

ため長蛇の列を作る自家用車
震災当時、ガソリン

不足を伝える看板

　

昨
年
12
月
、
牛
久
消
防
署
に
泡
消
火

シ
ス
テ
ム
付
消
防
ポ
ン
プ
車（
以
下
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｓ
キ
ャ
フ
ス
）と
牛
久
東
部
出
張
所

に
広
報
車
が
更
新
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
従
来
の
水
に
よ
る
消
火

方
法
の
ほ
か
、
泡
放
射
に
よ
る
窒
息
消

火
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
空
気
を
多

く
含
ん
だ
泡
を
使
用
す
る
た
め
ホ
ー
ス

が
軽
く
、
消
火
活
動
中
の
隊
員
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
な
い
水

を
泡
に
変
換
す
る
た
め
小
規
模
火
災
時

の
水
損
防
止
に
大
変
効
果
的
で
す
。
広

報
車
は
今
ま
で
の
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ
か

ら
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
へ
更
新
さ
れ
、
車
内

空
間
が
拡
大
。
資
器
材
や
活
動
人
員
の

搬
送
、
災
害
現
場
で
の
指
揮
所
の
早
期

展
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
車
両
を
最
新
式
に
更
新

最新式の泡消火システム付消防ポ

ンプ車と広報車（写真右から）
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２
月
12
日
、
う
し
く
現
代
美
術
展
か

ら
、
牛
久
市
に
車
椅
子
３
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
車
椅
子
は
昨
年

11
月
に
開
催
さ
れ
た「
第
20
回
記
念
う

し
く
現
代
美
術
展
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
小
作
品
」（
展
覧
会
期
間

中
に
出
品
作
家
の
小
作
品
を
展
示
販

売
）
の
作
品
31
点
、
47
万
１
０
０
０
円

の
売
り
上
げ
の
一
部
で
購
入
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

中
村
義
孝
委
員
長（
左
写
真
中
央
）

は「『
う
し
く
現
代
美
術
展
』
が
20
年
間

続
け
ら
れ
た
の
は
市
民
皆
さ
ま
の
お

か
げ
。
使
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
の
車
椅
子

は
、
市
中
央
学
習
セ
ン
タ
ー
来
場
者
用

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
の

売
り
上
げ
か
ら
車
椅
子
を
寄
贈

牛
久
市
子
ど
も
・
子
育
て

　

支
援
事
業
計
画
を
提
出計画書を池辺市長に手渡す市川委員長

（写真右）

　

２
月
３
日
、「
学
校
給
食
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
の
一
環
で
、
中
根
小
学
校
で

給
食
の
食
べ
残
し
を
使
っ
た
土
作
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」と
は
食
べ
残

し
た
給
食
を
廃
棄
せ
ず
、
自
校
内
で
処

理
す
る
こ
と
を
い
い
、
循
環
型
社
会
を

食
べ
残
し
を
活
用
し
て
土
作
り

～
学
校
給
食
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
～

学
ぶ
環
境
教
育
と
し
て
平
成
14
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
給
食
の
食
べ

残
し
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
ラ
イ
フ（
川
谷
睦

子
代
表
）の
実
践
指
導
の
下
、
市
内
全

８
小
学
校
の
４
～
６
年
生（
奥
野
小
学

校
は
３
～
６
年
生
）が
Ｅ
Ｍ
菌
を
用
い
て

堆
肥
化
し
、
学
校
の
農
場
で
作
物
を
育

て
た
り
花
壇
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

冬
晴
れ
の
こ
の
日
、
同
校
６
年
生
の

児
童
は
、
ぼ
か
し（
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た

発
酵
促
進
材
）
を
混
ぜ
た
給
食
の
食
べ

残
し
を
近
く
の
畑
に
搬
入
。
土
作
り
班

の
児
童
た
ち
が
鍬
を
使
い
食
べ
残
し
を

土
と
混
ぜ
ま
し
た
。

　

土
作
り
に
参
加
し
た
飯
塚
星
名
さ
ん

は「
食
べ
残
し
で
土
を
作
っ
て
、
そ
の

畑
で
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
給
食

で
食
べ
て
い
ま
す
。
大
変
だ
け
ど
、
自

分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
給
食

は
さ
ら
に
お
い
し
く
感
じ
る
」
と
話
し

1. 給食の食べ残しを畑に搬入する児童

2. 鍬を使って食べ残しを土と混ぜる

3. 食料自給率について説明をする

　NPOエコライフの川谷さん（写真右）

2 1

3

ま
し
た
。
実
践
指
導
を
行
っ

た
川
谷
さ
ん
は「『
学
校
給
食

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』を
通
じ

て
、
何
気
な
く
あ
る
土
・
水
・

空
気
な
ど
は
貴
重
な
も
の
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
無
駄
に
し
な
い
こ

と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
、

生
き
る
力
を
育
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
市
川
圭
一
委
員
長
か
ら
池
辺
勝
幸
市

長
に「
牛
久
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
は
５
年
を
１
期
と
し
て
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

国
の
示
す
指
針
に
基
づ
き
、
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
お
よ
び
将
来
的
な
ニ
ー
ズ
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
教
育
・
保
育
の
給

付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
策
定
し
ま

し
た
。
計
画
の
基
本
理
念
を「
子
ど
も

も 

親
も 

地
域
で
育
つ
ま
ち 

う
し
く
」

と
定
め
、
あ
た
た
か
み
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。
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12
月
14
日
、
茨
城
県
武
道
館
で
行
わ

れ
た「
第
31
回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
大
会
」の
中
学
女
子
個
人
戦
で

牛
久
市
代
表
の
駒
田
奈
都
選
手（
清
流

剣
友
会
）が
準
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
３
月
27
日
か
ら
29
日
に
埼
玉
県
立

武
道
館
で
行
わ
れ
る「
第
37
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
交
流

大
会
」
へ
の

出
場
が
決
定

し
ま
し
た
。

剣
道
の
全
国
大
会
出
場
決
定

　

女
化
西
、
ひ
た
ち
野
東
、
第
８
岡
見
、

第
２
つ
つ
じ
が
丘
、
刈
谷
お
よ
び
下
町
の

各
防
災
会
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
募
集
し
た「
平
成
26
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」に
よ
る
宝
く
じ

助
成
金
を
受
け
て
、
防
災
資
機
材
を
整

備
し
ま
し
た
。
各
防
災
会
で
は
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
の
も
と
、
自
主
的
な
防
災
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
今
後
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

に
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
☎
内
線
１
６
８
２

宝
く
じ
助
成
金
で
防
災
資
機
材
整
備

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
牛
久
市
へ
の
提
言

　

～
か
っ
ぱ
大
交
流
会
開
催
～

　

１
月
31
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
大
講
座
室
で「
か
っ
ぱ
大
交
流
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は「
ス

ロ
ー
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

牛
久
市
へ
の
提
言
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
へ
の
関
心
を
高

め
、
愛
着
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
い
ま
し
た
。

　

市
内
各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
と

三
重
県
大
紀
町
立
七
保
小
学
校
児
童
と

卒
業
生
か
ら
な
る「
未
来
塾
」の
皆
さ
ん

が
環
境
学
習
な
ど
の
成
果
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
市

内
の
ア
サ
ザ
基
金
代
表
、
飯
島
博
さ
ん

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
中
、

代
表
校（
奥
野
小
、
中
根
小
、
牛
久
二

三重県から遠路駆けつけて発表をす

る「未来塾」の皆さん（写真後列）

中
、
牛
久
南
中
）
と
未
来
塾
の
皆
さ
ん

は
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
林
が
90
％
を
占
め
る
大
紀
町
は
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
、
過
疎
化
が

進
み
、
荒
れ
た
田
畑
が
増
え
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、「
七
保
の
お

宝 

あ
た
た
か
き
ず
な
茶
」
を
商
品
化
。

「
地
元
の
自
慢
で
き
る
も
の
＝
宝
物
」だ

と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
話
し
合
い
か
ら

誕
生
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
。

　

牛
久
の
子
ど
も
か
ら
は「
七
保
の
子

ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
宝
物
を
見
つ
け

て
商
品
化
し
た
努
力
を
見
習
い
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
区
で
も
宝
物
を
見
つ

け
た
い
」と
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

休憩時間に池辺市長へ直接まちづく

りについて話をする子どもたち

　

 

２
月
９
日
、
水
戸
市
内
で「
平
成 

26
年
度
茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労

者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
牛
久
市
か
ら

は
根
本
勝
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
本
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
計
17
年
に

わ
た
っ
て
、
む
つ
み
行
政
区
長
と
し
て

市
役
所
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自

治
伸
展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
完
成
の「
む

つ
み
会
館
」
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
区
民
の
意
見

を
集
約
し
ま
し
た
。
現
在
、
同
会
館
は

地
域
住
民
の「
た
ま
り
場
」
と
し
て
常

時
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
自
治
功
労
者
表
彰
式


